
 

 

  

こんにちは、歯科医師の山田です。いよいよ年の瀬もすぐ目前に見えてきていますね。急に気温も下がっ

てきたので、体を壊さないようにお気をつけください。 

今日は歯科の矯正のお話、とりわけ「受け口」の状態について簡単にお話させていただこうと思います。

受け口の状態は、専門用語で「反対咬合」と言います。通常、正しい咬み合わせとされているのは上顎の

前歯が下顎の前歯より、ほんのすこーし前に出ていて覆いかぶさっている状態です。しかし、反対咬合、

つまり文字通り「反対の咬み合わせ」の状態だと、下顎の前歯が上顎の前歯より前に出ているということ

いになります。なかには、前歯で食べ物を噛み切る事ができない状態になることもあります。 

反対咬合のなにが問題かというと、もちろん見た目を気にされる方もいらっしゃいますが、日常動作にお

けるデメリットも多々あります。主に、しっかりと食べ物をくだいて飲み込むことができないことによる

消化不良や発音の不明瞭があげられます。 

当医院では、将来的に反対咬合が予測される 6 歳未満のお子さんでも始められる、小児矯正の器具を用意

しています。どのようなものか、詳しい内容、治療についてお聞きになりたい方は是非お話だけでも歯科

医師に聞いてみてください。また、お子さんに限らず、骨格、歯並びなど、疑問に思うこと、聞いてみた

い事はなんでも当医院で相談してくださいね。お待ちしています。 

歯科医師 山田理一郎 
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